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					このページは検証済みです
苑中白木槿花盛に開く。家は白堊もて塗り、瓦を葺く。中央に一塔を築く。甚だ高し。石階の左右には石獅子あり。家裡の粧飾多く戰國の餘風あり。穹㝫及四壁には鬼神龍蛇を畫き、柱には武器及獸首を刻す。食卓に樓上に就く。醇釀佳殽頗る口に適す。無花菓を饗す。甚だ美なり。主人夫妻の他、スネツトゲル、ワルテル、バアゼル氏の三處女 Elise Snetger, Helene Walther, Fraeulein Basel 座に在り。スネツトゲルは瘦小慧敏にして雄辯人を驚かす。ワルテル氏は紅顏豐頰亦言語に善し。然れども眉目甚だ美ならず。バアゼル氏は寡言にして沈靜、婉柔愛す可し。午後打毬戲を爲す。遊畢りて苑を逍遥す。廣濶なることロオゼンタアル Rosenthal に讓らず。埃及尖塔の摹型あり。又一塔あり。甚だ高し。スネツトゲル氏鎖鑰を開き、客を導きて登る。四顧平野。麥圃松林と相半す。皆云ふ。此塔尖は鐵道より望む可しと。塔の一室簿册を備へ、登覽者の姓名を錄す。余邦文もて姓名を記す。女兒等舟を池中に泛べんと欲す。時已に晚きを以て果さず。晚餐の時主人起ちて演說し、三鞭酒を傾け、諸將校の健康を祝す。余等も亦杯を擧げ一族の昌榮を賀す。午後十時半、眠に就く。牀は所謂天盖牀 Himmelbett なり。紅幔を垂る。同じく城中に宿する者を大隊長少佐ワグネル Wagner、大尉フオン、オヨオル von Oehr、一等軍醫ウユルツレル、少尉ビイデルマン男 Baron von Biedermann と爲す。

二十八日。晴、午前六時大隊長部下を旅舘の前に閱す。既にして率ゐ去る。七時ウユルツレル及計官フアルクネル Falkner と俱に馬車を倩ひて途に上る。松柏の林を過ぐ。平原あり。紅花滿目。盖し「ハイデクラウト」Heidekraut なり。九時第一大隊とトレプゼン Trebsen に會同し、休憩す。聯隊司令官大佐ロイスマン Leusmann, 中佐ビユロウ男 Baron von Buelow, 少佐フオン、リヨオベン von Loeben と相見る。大佐は曾て其家を訪ひしことありて相識れり。十時三十分ネルハウ Nerchau に着す。太陽客舘 Gasthof zur Sonne (R. Lorentz) を宿舍と爲す。宿舍名けて「ガストホオフ」と云へど、純然たる農家なり。窓に纏へる葡萄は累々たる琉璃珠を垂れ、時に野禽の來てこれを啄むあり。ワグネル少佐と共に午餐す。餐畢る。二三士官と客舘苑內の椅子に倚りて雜談す。乍ち郵吏來て余に二封の書を呈す。一は家書にして一は飯島魁の書なり。士官等爭ひて日本郵券を求む。乃ち悉く與ふ。夜村劇を觀る。劇塲は我宿舍の階上なり。結構我東
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